
～イチサン運動とは①就業開拓②会員増強③社会奉仕活動～（会員一人が三つの行動） 

(1)           ＷＥ ＬＩＫＥ ＫＵＮＩＴＡＣＨＩ    令和元年 5月 15日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新緑に囲まれた古民家裏の池」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 168号 

 

令
和
元
年
定
時
社
員
総
会
の
開
催
を

次
の
日
程
、
内
容
で
予
定
し
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

日
時 

令
和
元
年
６
月
20
日(

木) 

午
後
２
時
開
会 

場
所 

く
に
た
ち 

市
民
芸
術
小
ホ
ー
ル 

議
題 

①

平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属

明
細
書
に
つ
い
て 

②

平
成
30
年
度
計
算
書
類(

貸
借
対

照
表
及
び
正
味
財
産
増
減
計
算
書 

及
び
財
産
目
録)

に
つ
い
て 

③ 

理
事
・
監
事
の
選
任
に
つ
い
て 

事故発生時の 
夜間・休日緊急ｺｰﾙｾﾝﾀｰ 
 
☎ 04-2929-8282 

・令和元年定時社員総会のご案内、ほか ················· １頁 
・理事会協議報告,平成 30年度職群別事業実績,ほか ·· ２頁 
・地域班だより ·················································· ３頁 
・地域班だより、班長会議開催報告、熱中症対策 ····· ４頁 
・会員の声、窓、ほか ············································ ５頁 
・窓、短歌、俳句、ほか ······································ ６頁 
・年会費納入のお願い、就業募集情報、ほか ·············· ７頁 
・シルバーはうす１０５移転のお知らせ、ほか ··········· ８頁 

発 行 ： 公益社団法人国立市シルバー人材センター ・  編 集 ： 広報委員会 
住 所 ： 国立市富士見台 2-38  ・ ＴＥＬ ： 042-577-0919  ・  FAX 042-575-7288  
E-mail ： kunitachi@sjc.ne.jp    ・ URL ： http://webc.sjc.ne.jp/kunitachi/index 
 

 

写真 東１班 村上周二 

国立市シルバー人材センターニュース 
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～会員の声募集／次号の締切は５月３１日(金)、皆様のご投稿をお待ちしています～ 

～みんなが「地域社会のにないて」です～       第 168号(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

【
第
12
回
理
事
会 

３
月
26
日
】 

①
入
会
希
望
者
・
退
会
者
の
承
認 

男
性
4
名
、
女
性
2
名
の
入
会
‐
承
認
‐ 

②
平
成
30
年
度
補
正
予
算
‐
承
認
‐ 

③
配
分
金
基
準
表
の
改
正
‐
承
認
‐ 

④
平
成
31
年
度
収
支
予
算
‐
承
認
‐ 

⑤
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て 

‐
承
認
‐ 

⑥
シ
ル
バ
ー
は
う
す
105
運
営
規
則
の
制
定 

‐
承
認
‐ 

⑦
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正
‐
承
認
‐ 

⑧
準
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正
‐
承
認
‐ 

⑨
職
員
給
与
規
定
の
一
部
改
正
‐
承
認
‐ 

⑩
職
員
の
等
級
及
び
初
任
給
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
‐
承
認
‐ 

⑪
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

‐
承
認
‐ 

⑫
準
職
員
の
賃
金
等
に
関
す
る
運
用
基
準
の
一
部

改
正
就
業
規
則
つ
い
て
‐
承
認
‐ 

⑬
理
事
候
補
者
の
具
申
に
つ
い
て
‐
承
認
‐ 

 【
第
１
回
理
事
会 

４
月
23
日
】 

①
入
会
希
望
者
・
退
会
者
の
承
認 

男
性
５
名
、
女
性
３
名
の
入
会
‐
承
認
‐ 

②
平
成
30
年
度
補
正
予
算(

第
３
号)

‐
承
認
‐ 

平
成
３１
年
３
月
、
４
月 

理
事
会
協
議
報
告 

平成３０年度職群別事業実績   平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 

職 群 仕 事 の 内 容 
受託 
件数 

登録別 
会員数 

就業延 
日人数 

配分金額(円) 
契約金額  

(円) (前年比％) 

1.技 術 経理事務など 49 36 71 316,365 339,723 (-37.8) 

2.技 能 大工、塗装、襖はり、植木など 1,373 48 5,618 28,825,458 38,778,275 (-2.5) 

3.事務整理 一般事務、筆耕、宛名書きなど 118 44 1,786 5,070,000 5,326,561 (-3.9) 

4.管 理 
建物管理、施設管理、駐車場・駐輪
場管理、物品管理など 

238 171 19,243 99,212,875 109,221,480 (+1.7) 

5.折衝外交 集金など 7 5 32 83,800 87,990 (-17.4) 

6.一般作業 清掃作業、除草、屋内外作業など 2,263 103 16,343 60,708,705 66,135,300 (-0.7) 

7.サービス 
市報配布、学校開放、福祉家事援助
サービス、育児支援サービスなど 

1,251 120 23,428 39,903,920 46,923,665 (+6.8) 

8.その他 体育館赤台設置など 14 0 54 120,000 126,392 (±0) 

合 計  5,313 527 66,575 234,241,123 266,939,386 (+1.1) 

   

 

ご
近
所
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
シ
ル
バ
ー

は
う
す
105
」
が
出
来
た
記
念
に
無
料
包
丁
研
ぎ
を

開
催
実
施
し
ま
し
た
。
看
板
、
口
コ
ミ
で
２４
丁
研

ぎ
、
「
こ
ん
な
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
を
渡
し
終
了
し
ま
し
た
。 

   

包
丁
研
ぎ
に
興
味
の
あ
る
会
員
の
方
は
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎ 

577
‐
０
９
１
９ 

   

古
い
網
戸
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
網
戸
の
掃
除

も
大
変
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
網
戸
の
張
り
替
え
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。 

イ
チ
サ
ン
運
動
へ
の
協
力
と
し
て
ぜ
ひ
、
ご
注
文

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

７
月
３１
日
ま
で
に
ご
注
文
い
た
だ
け
れ
ば
、
通

常
価
格
よ
り
1
枚
あ
た
り
最
大
500
円
割
引
い
た
し

ま
す
。
ご
注
文
は
事
務
局
ま
で
。 

 

☎ 

577
‐
０
９
１
９ 

シ
ル
バ
ー
は
う
す
１０５ 

包
丁
研
ぎ
の
会
員
募
集 

網
戸 

張
り
替
え
ま
す 



～イチサン運動とは①就業開拓②会員増強③社会奉仕活動～（会員一人が三つの行動） 

     

谷
保
1
班 

 

高
橋 

善
次 

 

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
植

木
班
で
、
7
年
間
植
木
剪
定
に
励
み
、

お
客
様
の
満
足
度
を
よ
り
ア
ッ
プ
す

る
た
め
、
日
々
技
量
向
上
を
図
る
べ
く

先
輩
を
目
標
と
し
て
精
進
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
は
趣
味
で
野
菜
作
り
を

30
年
近
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
野
菜

作
り
を
し
て
い
く
と
連
作
障
害
な
ど

問
題
が
発
生
し
、
対
策
と
し
て
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
栽
培
等
の
方
法
を

施
し
て
き
ま
し
た
。 

今
で
は
、
北
島
体
験
農
園
で
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
年
間
20
種
類
以
上
の
野
菜

の
作
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
指
導
し
て
い
ま
す
。 

生
徒
さ
ん
も
自
分
で
、
ま
た
は
家
族

で
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
野
菜
を
、
美

味
し
く
頂
い
て
い
ま
す
。
私
も
八
百
屋

さ
ん
で
見
か
け
な
い
野
菜
を
仕
入
れ
、

何
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
野
菜
達
は
次
の
通
り
で
す
。 

コ
ー
ル
ラ
ビ
、
ビ
ー
ツ
、
ア
ー
テ
ィ
チ

ョ
ー
ク
、
リ
ー
キ
、
黒
ダ
イ
コ
ン
、
モ

(3)第 168号       ＷＥ ＬＩＫＥ ＫＵＮＩＴＡＣＨＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

て
、
私
た
ち
の
力
不
足
の
所
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
い
つ
で
も
お
叱
り
下
さ
い
。 

令
和
元
年
、
更
な
る
居
心
地
の
良
い
谷

保
2
班
に
成
長
さ
せ
て
行
く
よ
う
、
私
も

小
さ
な
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
班
員
の
意

見
を
よ
く
聞
き
、
全
員
か
ら
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
努
力
す
る
こ
と
を
心
に
決
め

て
頑
張
り
ま
す
。
以
上
、
年
間
の
行
動
と
運

営
の
心
構
え
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
皆
様
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

    

モ
の
助
、
四
角
豆
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
等
。 

生
涯
現
役
、
日
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

野
菜
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
国
立

イ
ン
タ
ー
近
く
の
牛
丼
吉
野
家
裏
の
野

菜
売
店
（
土
・
日
営
業
）
に
お
運
び
く
だ

さ
い
。 

                       

   

谷
保
2
班
副
班
長 

小
野 

武 

 

昨
年
の
お
花
見
会
に
始
ま
り
、
年

間
の
班
行
事
を
班
長
が
先
頭
に
な
り

設
定
し
、
幹
事
を
決
め
実
行
で
き
た

一
年
で
し
た
。
お
花
見
、
高
尾
山
登

山
、
年
忘
れ
会
等
す
べ
て
実
行
出
来

て
、
平
成
最
後
の
お
花
見
会
も
3
月

28
日
に
行
い
ま
し
た
。 

3
月
に
は
、
や
っ
と
小
さ
な
花
が

咲
き
始
め
た
と
感
じ
、
今
ま
で
に
な

く
う
れ
し
く
浮
か
れ
ま
し
た
。
新
会

員
が
5
名
全
員
お
花
見
に
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
あ
…
こ
の
花
が
も

っ
と
大
輪
に
な
る
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
今
期
も
継
続
出
来
る
か
を

班
長
と
4
名
の
副
班
長
が
一
丸
と
な

っ
て
、
行
事
計
画
を
一
人
ひ
と
り
出

し
合
い
、
谷
保
2
班
を
盛
り
上
げ
て

行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
、

や
り
と
げ
る
気
力
を
持
っ
て
頑
張
り

ま
す
。 

今
回
、
谷
保
２
班
の
班
長
、
副
班
長

改
選
で
、
今
ま
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ

た
先
輩
方
に
は
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。
ど
う
か
、
谷
保
2
班
の
今
後
の

活
動
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し 

一緒に野菜作りを楽しみませんか！ 

 

地
域
班
活
動
を
顧
み
て
、 

そ
し
て
今
期
の
抱
負 
地
域
班
だ
よ
り 

 
植
木
班
と
野
菜
作
り 

 
チエブクロー 

▼アーティチョーク 

▲リーキ 

京王線 高尾山口駅前 



～会員の声募集／次号の締切は５月３１日(金)、皆様のご投稿をお待ちしています～ 

  

～みんなが「地域社会のにないて」です～       第 168号(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
青
柳
・
石
田
1
班
班
長 

在
津
悦
子 

 

今
年
度
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、
青

柳
の
新
築
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
施
設
を

お
借
り
し
、
2
月
27
日
に
懇
親
会
を
開

き
ま
し
た
。
会
長
、
局
長
、
理
事
の
方
々

も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
総
数
12
名
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
お
仕
事
の
こ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

こ
と
等
、
お
互
い
に
近
況
報
告
を
し
ま

し
た
。
わ
き
あ
い
あ
い
と
い
ろ
ん
な
話

に
花
が
咲
き
、
時
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ

る
く
ら
い
、
今
ま
で
に
な
い
盛
り
上
が

り
で
し
た
。
会
長
、
局
長
か
ら
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
針
と
貴
重
な
お

話
を
お
伺
い
す
る
、
大
変
良
い
機
会
に

恵
ま
れ
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
事
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
も
最
新
式
の
機
械
が
入
っ
て

お
り
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。
青
柳
・
石
田
1
班
で
は
、

毎
年
2
月
に
懇
親
会
を
開
い
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
年
1
回
お
互
い
の
元

気
な
顔
を
拝
見
出
来
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
次
回
か
ら
も
ぜ
ひ
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 

そろそろ 熱中症の季節です 予防の対策をしましょう 

○こまめに水分・塩分補給    
○えり元を緩めて 服装の工夫 
○急に暑くなる日に注意 
○深酒をしない 朝食を抜かない 体調管理 

追
伸 青

柳
・
石
田
1
班
担
当
理
事
よ
り 

皆
さ
ん
美
味
し
い
手
作
り
の
ご
馳
走
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
施
設
に
は
自

治
会
の
方
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
制
作
者
の
方
々
に
何
ら
か

の
形
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関
わ

っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。 

         

泉
１
班
班
長 

 

岩
本 

正
光 

 

無
事
年
間
計
画
を
終
了
。
今
日
は
桜
を

愛
で
な
が
ら
の
納
め
会
。
新
参
加
の
会
員

を
含
め
12
人
の
参
加
。
桜
通
り
の
藍
屋
で

工
藤
副
班
長
の
年
間
行
事
の
報
告
が
有

り
、
そ
の
後
、
班
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
池

田
理
事
の
挨
拶
、
荒
木
理
事
の
乾
杯
で
始

ま
り
ま
し
た
。
仕
事
や
通
院
そ
の
他
で
参

加
で
き
な
い
方
も
い
ま
し
た
が
、
彩
り
弁

当
を
肴
に
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
各
人
隣
同

士
、
色
々
な
話
に
花
が
咲
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
2
時
間
が
過
ぎ
デ
ザ
ー
ト
と
コ
ー 

ヒ
ー
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
名
幹
事
さ

ん
た
ち
の
お
陰
で
最
高
の
食
事
会
と
決
算

報
告
に
な
り
ま
し
た
。
受
付
時
に
1000
円
の

会
費
を
支
払
い
、
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
、
主
食

は
5
種
類
か
ら
、
飲
み
物
の
選
択
、
デ
ザ
ー

ト
を
選
択
し
、
追
加
の
酒
類
は
各
自
と
の

話
で
し
た
が
、
こ
の
分
も
会
費
内
で
OK
に

な
り
ビ
ッ
ク
リ
。
会
費
以
上
の
食
事
内
容

に
大
満
足
で
し
た
。
幹
事
さ
ん
に
感
謝
、
感

謝
で
し
た
。
次
年
度
計
画
も
そ
こ
そ
こ
に
、

幹
事
の
続
行
も
満
場
一
致
で
お
願
い
し
て

お
開
き
に
。
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
桜
通
り
の

夜
桜
を
見
な
が
ら
帰
宅
し
ま
し
た
。 

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
も
次
回

ぜ
ひ
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。 

     

４
月
10
日
に
、
会
長
、
理
事
、
幹
事
、
全

地
域
班
班
長
出
席
の
も
と
、
班
長
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

① 

地
域
班
の
運
営
に
つ
い
て
、 

② 
平
成
３１
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

協
議
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

※
い
ぶ
し
銀
、
配
布
物
は
必
ず
封
筒
に
入

れ
て
配
布
す
る
事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

皆
で
わ
き
あ
い
あ
い 

決
算
報
告
無
事
終
了 

班
長
会
議
開
催
報
告 



～イチサン運動とは①就業開拓②会員増強③社会奉仕活動～（会員一人が三つの行動） 

    

福
祉
サ
ー
ビ
ス
委
員
会 

委
員
長 

小
野
み
よ
子 

 

シ
ル
バ
ー
は
う
す
105
で
、
初
め
て
の

企
画
で
あ
る
「
ヨ
ガ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
委
員
を
中
心
と
し

て
「
お
試
し
」
と
し
て
ヨ
ガ
を
体
験
し

た
の
で
す
。
シ
ル
バ
ー
の
新
企
画
に
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
お
試
し
ヨ
ガ
教

室
な
の
で
、
参
加
者
も
8
人
と
少
人
数

で
し
た
。 

講
師
は
、
私
が
30
年
来
教
え
て
頂
い

て
い
る
鈴
木
美
紀
先
生
で
す
。 

こ
の
日
、
初
め
て
ヨ
ガ
を
体
験
し
た

人
も
、「
ひ
ざ
痛
が
少
し
改
善
し
た
」
と
、

大
喜
び
で
し
た
。 

何
人
も
の
方
が
ま
た
や
り
た
い
と
意

欲
的
で
し
た
。
各
自
が
準
備
し
た
も
の

は
バ
ス
タ
オ
ル
と
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
だ
け

で
、
体
の
不
調
が
ほ
ん
の
少
し
で
も
改

善
さ
れ
る
…
…
続
け
れ
ば
ど
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
3
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
会
員
、
ま
た
会
員
で
な
い
方
も
、

興
味
の
あ
る
方
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

   

       

富
士
見
台
１
班 
斉
藤
孝
夫 

 

平
成
最
後
の
「
富
士
見
台
の
お
花

見
」
を
４
月
１
日
（
月
）
に
行
い
ま
し

た
。
早
朝
か
ら
市
川
・
志
賀
・
五
十
嵐
・

高
橋
さ
ん
達
が
会
場
作
り
や
、
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
の
テ
ー

ブ
ル
作
り
を
し
て
戴
き
、
矢
川
上
公
園

で
の
桜
満
開
の
下
、
富
士
見
台
1
・

2
・
3
・
4
班
、
青
柳
・
石
田
１
班
、

泉
１
班
、
そ
の
他
の
地
域
の
友
人
40
数

人
の
皆
さ
ん
が
集
い
ま
し
た
。
ま
た
、

懐
か
し
い
友
人
も
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
、
お
い
し
い
食
べ
物
や
飲
み
物
を

持
ち
寄
り
な
が
ら
、
晴
天
の
下
で
楽
し

く
賑
や
か
に
行
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
１
時
半
ご
ろ
か
ら
急
に
黒
い
雲
が

か
か
り
、
雨
が
パ
ラ
パ
ラ
降
り
出
し
て

き
て
慌
て
て
中
止
に
。
急
き
ょ
記
念
写

真
を
撮
り
、
皆
さ
ん
で
手
際
よ
く
片
づ

け
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

平
成
最
後
の
お
花
見
は
、
新
元
号

「
令
和
」
の
発
表
と
重
な
り
、
一
人
ひ 

            
と
り
の
思
い
出
と
し
て
残
る
事

で
し
ょ
う
ね
。 

私
も
皆
さ
ん
と
共
に
参
加
で

き
て
、
あ
り
が
と
う
の
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
来
年
、
新

元
号
「
令
和
」
の
下
で
の
お
花
見

を
お
楽
し
み
に
…
… 

    

３
月
17
日
（
日
）
晴
天
の
中
、

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
30
名
の
参
加
） 

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

ヨ
ガ
で
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か 

 

(5)第 168号       ＷＥ ＬＩＫＥ ＫＵＮＩＴＡＣＨＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

🌸
 

平
成
最
後
の 

富
士
見
台
「
お
花
見
」🌸

 

ク
リ
ー
ン
多
摩
川 

 

窓 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ 

 

ヨ
ガ
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す 

 

「
頑
張
ら
な
い
ヨ
ガ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
長

年
負
担
を
か
け
て
い
た
膝
・
腰
・
首
等
を
い

た
わ
り
見
つ
め
な
お
し
ま
し
ょ
う
。 

 

〇
日
時 

令
和
元
年
７
月
４
日
（
木
） 

１４
時
３０
分
～
16
時 

〇
会
場 

く
に
た
ち 

北
市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル 

〇
持
ち
物 

バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ
ル
・
飲
物

※
運
動
で
き
る
服
装
で 

※
募
集
人
数 

30
名(

男
女
不
問) 

※
参
加
費
無
料 

 

参
加
申
込
み
の
方
は
、
6
月
10
日
よ
り

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

☎ 

577
‐
０
９
１
９ 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556323207/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cua29jaGktc2suY28uanAvYnVua2EvY291cnNlX2xpc3QuY2dpP0FGRklMSUFUSU9OW109NA--/RS=%5eADBuFBBfbEbF4A_DDRJhurRK2Hf9ww-;_ylt=A2RCA9oGSsJcY0cA2B6U3uV7


～会員の声募集／次号の締切は５月３１日(金)、皆様のご投稿をお待ちしています～ 

～みんなが「地域社会のにないて」です～       第 168号(6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和記念公園のチューリップ 

富士見台２班 井上 怜史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

安
全
管
理
委
員
会 

副
委
員
長 
五
十
嵐
吉
辰 

 

安
全
管
理
委
員
会
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
健
康
で
安
全
に
働
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
様
々
な
事
故
事
例
を

と
お
し
て
危
険
予
測
を
し
、
今
後
の

事
故
防
止
対
策
を
考
え
、
啓
発
を
行

っ
て
い
る
委
員
会
で
す
。
皆
さ
ん
お

な
じ
み
の
転
倒
予
防
講
習
会
や
交
通

安
全
講
習
会
も
、
安
全
管
理
委
員
会

が
主
催
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
年
２
回
職
群
別
に
行
っ

て
い
る
【
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
】
は
、
安

全
管
理
委
員
会
の
大
切
な
任
務
の
一

つ
で
す
。
実
際
に
皆
さ
ん
の
就
業
現

場
に
お
邪
魔
し
て
、
作
業
内
容
や
作

業
場
所
は
安
全
に
保
た
れ
て
い
る

か
、
危
険
は
潜
ん
で
い
な
い
か
、
作 

      

業
中
の
会
員
さ
ん
の
安
全
意
識
は
ど

う
か
等
々
、
多
面
的
に
見
て
安
全
就

業
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
、
定
期

的
に
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
植
木
班
の
就
業
現
場
の
パ

ト
ロ
ー
ル
で
す
。 

３
月
６
日
、
寒
い
寒
い
曇
り
空
。

朝
９
時
に
、
富
士
見
台
第
１
団
地
集

会
場
前
に
安
全
管
理
委
員
全
員
が
集

合
し
、
い
ざ
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
で
す
。

現
場
の
リ
ー
ダ
ー
に
説
明
を
受
け
な

が
ら
作
業
現
場
を
見
学
し
、
安
全
就

業
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
○
△×

を
付

け
て
い
き
ま
す
。
気
に
な
る
点
が
あ

れ
ば
コ
メ
ン
ト
も
記
入
し
ま
す
。 

植
木
班
は
１
班
４
人
、
全
５
班
体

制
の
２０
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
低
木
の
剪
定
や
、
生
垣
を
整
え
る

人
、
下
に
落
ち
た
剪
定
枝
や
葉
っ
ぱ

を
片
付
け
る
人
。
皆
さ
ん
手
際
よ
く

作
業
し
て
い
き
ま
す
。
お
見
事
お
見

事
。 団

地
内
の
樹
木
が
、
見
る
見
る
う

ち
に
床
屋
に
行
っ
た
よ
う
に
綺
麗
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。 

脚
立
に
も
、
今
何
段
目
に
い
る
か

わ
か
る
よ
う
に
印
を
つ
け
る
な
ど
、

安
全
に
現
場
が
保
た
れ
る
よ
う
工
夫

が
見
ら
れ
ま
す
。 

救
急
箱
は
、
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う

作
業
車
の
中
の
所
定
位
置
に
置
い
て

あ
り
ま
し
た
。 

休
憩
時
間
も
き
ち
ん
と
決
め
て
取

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

地
下
足
袋
を
履
く
と
足
が
蒸
れ
て

大
変
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

足
指
に
力
が
入
り
や
す
く
踏
ん
張
り

が
効
く
の
で
、
地
面
に
降
り
て
も
脚

立
の
上
で
も
動
き
や
す
い
の
だ
そ
う

で
す
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
お
見
事
な

仕
事
ぶ
り
で
す
。
安
全
管
理
委
員
一

同
、
安
全
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
の

を
確
認
し
て
一
安
心
。 

植
木
班
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
第
一
を

心
掛
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

（植
木
班
の
仕
事
ぶ
り
） 

   

谷
保
１
班 

殿
山 

清 

〇
窓
越
し
に 

真
白
き
富
士
を 

眺
め
つ
ゝ 

人
の
心
も 

か
く
あ
れ
と
祈
る 

 

〇
毎
朝
の 

こ
と
で
は
あ
れ
ど 

富
士
見
れ
ば 

今
日
も
元
気
に 

過
さ
ん
と
思
う 

 

〇
日
々
眺
む 

富
士
の
姿
に 

手
を
合
わ
す 

今
日
一
日
の 

平
和
祈
り
て 

    

谷
保
２
班 

石
川 

継
博 

〇
古
民
家
の 

茅
葺
新
た 

里
の
春 

 

〇
春
光
や 

歩
巾
を
広
く 

多
摩
の
土
手 

 

〇
湧
水
の 

流
れ
清
ら
か 

春
の
田
え 

 

 

○
蟇
蛙

ひ
き
が
え
る 

お
地
蔵
様
に 

会
ひ
に
来
た 

○
の
そ
り
出
て 

蛙
蟇

が

ま

の
青
春 

は
じ
ま
り
ぬ 

○
大
蝦
蟇

お

お

が

ま

と 

対
峙
し
て
い
る 

園
児
た
ち 

富
士
見
台
1
班 

河
野 

幸
江 

写

真 

俳

句 

短

歌 



～イチサン運動とは①就業開拓②会員増強③社会奉仕活動～（会員一人が三つの行動） 

(7)第 168号       ＷＥ ＬＩＫＥ ＫＵＮＩＴＡＣＨＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就
業
可
能
な
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。 

 

介
護
・
育
児
等
の 

資
格
保
有
者
募
集
大
募
集
！ 

 ◎ 
ヘ
ル
パ
ー
１
級
か
ら
３
級 

◎ 
介
護
初
任
者
研
修
修
了
者 

◎ 

介
護
福
祉
士
、
幼
稚
園
教
諭
等 

 
 介

護
・
育
児
関
連
の
お
仕
事
の
問

い
合
わ
せ
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
即

応
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち

の
資
格
情
報
を
正
確
に
登
録
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
是
非
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
事
務
局
窓
口
及
び
お
電
話

に
て
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
。 

  

ほ
か
、
就
業
さ
れ
た
い
方
は
、
事

務
局
ま
で
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

☎ 

577
‐
０
９
１
９ 

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第

３
木
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

◇
日
時 

５
月
16
日
（
木
） 

６
月
20
日
（
木
） 

７
月
18
日
（
木
） 

い
ず
れ
も
午
前
10
時
開
始 

◇
会
場 

く
に
た
ち
福
祉
会
館 

３
階 

小
会
議
室 

◇
当
日
必
要
な
も
の 

・
年
会
費 

２
千
円 

・
印
鑑
（
認
め
印
） 

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
通
帳 

・
本
人
が
確
認
で
き
る
証
明 

（
健
康
保
険
証
等
） 

◎
入
会
手
続
き
後
の
最
初
の
理
事
会
で
承

認
さ
れ
た
後
、
会
員
と
な
り
ま
す
。 

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
入
会
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド(

１
頁
に
記
載)

か
ら

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
ご
不
明
な
点
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

☎ 

577
‐
０
９
１
９ 

新
規
会
員
を 

募
集
し
て
い
ま
す 

会員の在籍状況(４月２３日現在) (単位:名) 

地域名 在籍数 地域名 在籍数 

北１班 ３３ 中１班 ４３ 

北２班 ２６ 西１班 ６０ 

東１班 ３３ 谷保１班 ５２ 

東２班 ２２ 谷保２班 ３２ 

富士見台１班 ５２ 泉１班 ３９ 

富士見台２班 ３２ 青柳・石田１班 ２３ 

富士見台３班 ４０   

富士見台４班 ５２ 合計 ５３９ 

 

●

広
報
委
員
会
よ
り
● 

 

今
号
の
「
い
ぶ
し
銀
」
は
い
か
が
で
し

た
か
？ 

広
報
委
員
会
は
皆
様
に
興
味
を
持
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
様
、
新
た
な

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。 

 年会費納入のお願い  

２０１９年度の年会費（2,000 円）の納入期限は６月２８日(金)です。 
まだ納めていない方は直接事務局へご持参ください。 
また、退会を希望される方は、その旨を事務局までご連絡ください。 

 
☎ ５７７－０９１９ 



～会員の声募集／次号の締切は５月３１日(金)、皆様のご投稿をお待ちしています～ 

～みんなが「地域社会のにないて」です～       第 168号(8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在開催中！（発行日現在） 

シルバーはうす１０５移転のお知らせ 

シルバーはうす１０５では、このような事も行っております 


